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全国では全高校生の約1.4％が、せっかく入学した高校なのに「進路変更」や「学校生活不適応」
などの理由で中途退学してしまいます。令和3年度の中退者は約３万9000人にのぼります。 
高校に入るだけが目的になっていて高校に入ってからの学習や生活についての事前学習や意識

が足りないことも見逃せません。 

 進路を選ぶ目的や進路先の状況を、早いうちからしっかりと考えておく必要があります。この
進路説明会が、進路選択を考えるきっかけとなることを願います。 
 

進路は難しくいえば「全人格的に」取り組んでいくものです。単に学習の成績だけが問われる
のではなく、忍耐力、計画力、まじめさ、思いやり、常識やその場に適した判断をする力、決断
力、表現力、思考力など、様々な力が必要になっていきます。 

また、それらは日常生活の中で身につけ、学習していくものでもあります。試験前の学習のみ
では身に付きません。家庭でも数字（成績）に表れないところにしっかりと目を向け、自分の将
来について真剣に考えてほしいと思います。 

 

1  進路に対する心構え 

（１）進路選択とは 

    将来、自分がどう生きていくかを考え、それを実現するための入口  

① 将来、自分の希望する職業に就くために必要となる知識や技能を学ぶことを見通した 

選択をしましょう。 

② 自分の個性や適性を考えて、ひとりひとり別々の進路であることを意識しましょう。 

 ③ 自分の学力との関係をよく考えて進路選択に活かしましょう。 

 ④ 生徒が家族や学校と十分に相談しながら、自分の意思と希望をはっきりと伝えて、最 

終的に自分で進路選択ができるようにしましょう。 

 

（２）準備 

① 基本的な生活習慣と人間関係はすべての土台。学年全体でよいムードを作りましょう。 

② 一人一人、輝けるように。他人との比較、不用意・無責任な発言には注意しましょう。 

③ 授業に真剣に取り組む。当たり前の学習習慣を身につけ、それを大切にしましょう。 

④ 一人で思い悩まず、いろいろな人と相談して決めましょう。そのために人の意見を聞 

  き入れる素直な気持ちを大切にしましょう。 

⑤ 情報を見極め、惑わされないようにしましょう。 

希望する学校の説明会や体験入学、希望する就職先の見学などに積極的に参加すること。 
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（３）中学校の卒業後の進路 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 就 職 

＊公共職業安定所（担当：ハローワーク渋谷） 

＊縁故 

② 進 学  

   ＊高等学校（全日制・定時制・通信制など） 

○設置者の違いにより都立・私立・国立がある。 

○学科は大きく分けて３つ（普通科・専門学科・総合学科） 

   

   ＊高等専門学校 

       ○５年課程の高等教育機関。卒業後は大学編入資格が得られる。 

       ○理工系分野 

 

＊高等専修学校・専修学校 

       ○職業や実生活に役立つ、実務にウェートをおいた教育を行っている。 

○３年制の高等専修学校においては高校卒業資格が得られる。 

○工業、農業、医療、衛生、教育・社会福祉、商業実務、服飾・家政、 

文化・教養の８分野 
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③ その他 

◇各種学校 

 実生活に役立つ知識や技能を身につける。高校卒業資格は得られない。 

      

◇サポート校（通信制高校と連携して、高卒資格を取得できる学校もある）     

       

 

◇フリースクール等 

 

      

   ◇企業内学校 

      企業が社員の教育のために設置した学校で、生徒は採用を前提に入学し、教科と 

ともに、各企業で必要となる実践的な技能を学ぶ。通信制高等学校と技能連携し、 

高等学校卒業の資格を取ることができる。 

 

                      

                         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

http://www.google.co.jp/url?url=http://www.systems.nakashima.co.jp/education/index1.html&rct=j&frm=1&q=&esrc=s&sa=U&ei=qyaQU_T0F4Xs8AW-5ICoDA&ved=0CDoQ9QEwCw&usg=AFQjCNFVm91IpB2KrVlePUl2DRqjGl7eGQ
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２  本校の進路指導 

『進路選択についての基本的な考え方』～本校キャリア教育に基づく進路指導～ 

 

 

 

 

 

 

 烏山中学校 教育目標： ・思いやる ・よく考える ・力強く生きる  

 

 

 身につけさせたい力（基礎的・汎用的能力） 

人間関係形成・社会

形成能力 

自己理解・自己管理

能力 
課題対応能力 

キャリアプラン

ニング能力 

第
１
学
年 

・自己と他者の違い

に気付き、尊重しよ

うとする。 

・自分の良さや個性が

わかる。 

・集団の一員として

の役割を理解し、果

たそうとする。 

・将来に対するお

おまかな夢やあこ

がれを抱く。 

第
２
学
年 

・自分の言動が、他

者に及ぼす影響につ

いて理解する。 

・社会の一員として

の自覚が芽生え、社

会や大人を客観的に

とらえる。 

・社会と自分とのつ

ながりに気付き、責

任を果たそうとす

る。 

・将来への夢を達

成する上で、現実

の問題に直面し、

模索する。 

第
３
学
年 

・自己と他者の個性

を尊重し、人間関係

を円滑に進める。 

・最終学年を送る心

構えと現実を見つめ

る決意をもつ。 

・社会の一員とし

ての参加には義務

と責任がともなう

ことを理解する。 

・将来設計を達

成するための困

難を理解し、そ

れを克服するた

めの努力に向か

う。 

 

 

 

 

 

 

今、中学校で行っている一つひとつの取り組みが、将来の展望･役割まで影響します。 

 

烏山中キャリア教育全体目標 

自己の理解を深め、夢や希望をもって、将来の生き方や生活を考え、自ら学んでいこうとする生徒の育成 

＜生徒＞日常の授業を大切にし、学級活動や行事などにもしっかりと取り組み、自分で進路を切り拓く。 

＜学校＞全職員で情報提供と助言をします。 ＜保護者＞進路選択の相談役・協力。 

キャリア教育 

就学前教育 
初等中等教育 

小学校 中学校 高等学校 
高等教育 

進路指導 
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（１）本校の進路指導の方針 

① 一人一人の生徒の可能性を伸ばすように支援していきます。 

② 生徒が進路を適切に選択できる能力を養えるよう様々な面でバックアップしていき 

ます。 

③ 進路についてはいろいろな情報がありますが、その中からもっとも適当と思われる 

  資料を用意し、生徒・保護者の皆様に提示していきます。 

④ 進路指導については担任だけでなく、学年教員、進路指導部で相談しながら、学校全体 

で責任を持ってあたっていきます。 

 

（２）学校選び 

① 自分にとって「よい学校」を選ぶ 

ア 将来の目的達成を可能にしやすい学校 

   イ 個性や特色をのばし、生かせる学校 

   ウ いろいろな点から考え、自分で行きたいと強く思っている学校 

   エ 無理せず、自らが意欲を持って楽しく学べる実力相応の学校 

   オ 遠すぎず諸活動への参加が可能な学校 

 

② 「よい学校」選びのポイント 

ア 各学校の特徴 

 

 

 

 

 

 

   イ 学費など費用 

   ウ 通学環境・地域環境 

 

  情報を集める方法    

   ①中学校     

 ②書籍、パンフレットなど  

③学校説明会などへ参加  

④インターネットなど 

※東京都教育委員会や各学校ホームページ等で確認してください。 

＊授業形態（教科・科目など）    ＊行事・部活動 

 ＊学校施設             ＊特色ある学校独自の取り組み   

 ＊進学・就職指導（卒業後の進路）  ＊学校ルール・校則  

 ＊学校規模（クラス数、教員数など） ＊海外交流の有無 

 ＊大学、短大への指定校推薦や優先入学制度の有無      など 
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３  高等学校の種類 と 高等専門学校、高等専修学校 

 
★高等学校の種類★ 
 
 多くの中学生が進学する高等学校。ただ、高等学校と一口にいっても、様々な高等学校があります。上級学校調べでも学

習しました。再度確認していきましょう。 

 

 

 

 

 

 

（１）誰が設置しているかで分類 

①都立高校 

◇地方自治体（東京都）が設置した学校。(都立〇〇高等学校) 

◇東京都在住者のみしか受験出来ません。学区制度はありません。 

◇東京都教育ビジョンに基づき、学校ごとに教育方針を掲げています。 

②私立高校 

◇建学の精神に基づき、独自の教育方針を採った学校法人が設置した学校。 

◇教育方針は各学校によって異なります。カリキュラムも学校によって

様々です。 

③国立高校 

※１ 

◇基本的には学区制度はありません。 

◇国立大学付属の研究校として位置付けられています。募集人数も少数で入

試難度も高いです。国立大学の付属だからといって、エスカレーター式に大

学へ進学できるわけではありませんので注意しましょう。（学校によっては

推薦枠があります。） 

※１国立高校は都立高校とは受験方法が異なりますので注意してください。 

 

 

（２）課程について（授業を受ける時間帯） 

①全日制課程 朝から午後までの日中に授業があります。（３年間） 

②定時制課程 

①夕方(夜間)だけの授業を行う定時制高校。修業年限は４年。 

②昼間(午前・午後・夜間)の三部制の授業を行う昼夜間定時制高校。 

修業年限は原則４年だが、３年でも可)  

③通信制課程 

通学せず、郵便やオンラインなどを活用し、自宅やサポート校で学習

する。スクーリングという決められた時間・時期の登校授業もある。

修業年限は３年以上。 

※サポート校とのＷスクールになることがある。 

 

    

設立 

（誰が作ったか） 

学科 

（何を学ぶか） 

教育課程 

（どう学ぶか） 

学習制度 

（単位の取得方法） 

国立 

公立 

私立 

普通科 

総合学科 

専門教育を中心とする学科 

（専門学科・専門高校） 

全日制 

定時制 

通信制 

学年制 

 

単位制 
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（３）教育内容について 

 都立高校   

《進級・卒業のシステム》 

学年制 

学習する教科・科目が学年ごとに決められており、その学習成果が認められると

単位が与えられ、次の学年に進級する制度。全日制は３年、定時制は４年（３年

も取り方によって可）を修了すると、卒業が認められます。 

単位制 

学年の区別がなく、必要な科目の単位を３年間で取得すると卒業できる。 

たとえその年に取得できなかった単位があったとしても翌年にその科目を

取り直せばいいので単位制高校には授業に関して留年がない  

＊欠席日数で原級留め置きとなることがある 

《学科の種類》 

普 通 科 
普通科 

国語、地理歴史、公民、数学、理科、保健体育、芸術、外国語、家庭、

情報の各教科を中心に学習します。各教科は、更にいくつかの科目に

分かれています。学校が定めた教育内容に従い、定められた科目や自

分で選択した科目を学習します。 

「進学指導重点校」「進学指導特別推進校」「進学指導推進校」 

＊１「エンカレッジスクール」も含まれます。 

コース制 
普通教育を受けながら自分の志望に合った分野を深く学びます。 

「外国語」「造形美術」 

専門学科 

卒業してから実社会に出てすぐに役立つ専門知識や技術を学びます。普通科一般

科目の教科もあります。 

「農業」「工業」「科学技術」「ビジネス・商業」「ビジネスコミュニケーション」

「家庭」「福祉」「体育」「国際」「産業」「芸術」「併合」「理数」「海洋国際（水産）」 

企業と連携している＊３「デュアルシステム科」もあります。 

総合学科 

幅広い選択科目の中から自分で選択し学ぶことが可能で、個性を活かした主体

的な学習ができます。全日制の他に、定時制の＊２「チャレンジスクール」もあ

ります。 

＊１「エンカレッジスクール」 
基礎基本をしっかり身につけ｢生きる力｣を育てる教育を特色としている学校。 

中学校で勉強についていけなかったけれど、高校でやり直したいという意欲のある生徒に 

きめ細かい指導で学び直しを目指す。２人担任制・３０分授業。 

入試に学力検査がないのが特徴。調査書、小論文、面接で合否が決まります。 

 

＊２「チャレンジスクール」 
    自分のライフスタイルや学習ペースに合わせて各時間帯を選んで入学する昼夜間定時制総合学科。 

午前 8 時 30 分～午後 9 時 15 分の間にもうけられた３つの部の３部制（定時制）のいずれ 

かに在学するが、他の部の履修も一部できる。 

学力よりも学ぶ意欲を重視。入試に学力検査がないのが特徴。 

志願申告書と面接で合否が決まります。 

 

＊３「デュアルシステム科」 

学校と企業で健全な職業人を育成する学校。 

1 年次でインターンシップ、２，３年次で企業に業訓練をおこない、それらを学校の単位と 

して認定します。 
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 私立高校  

私立高校にもさまざまな学科やコースが設置されています。数が多いためここでは紹介しきれ    

ません。詳しくは各私立高校のＨＰで確認してください。色々調べてみましょう。 

 

（４）学費について 

 受験料 入学金 ※２授業料（年間） ※１初年度総額 

①都立高校 
2,200 円 5,650 円 118,800 円 244,000 円～   

417,000 円 

②私立高校 
10,000 円    

～35,000 円 

約 150,000 円  

～400,000 円 

平均 320,000 円 平均 1,177,000 円 

③国立高校 9,800 円 56,400 円 115,200 円 
都立高校よりは高くなります

が私立高校よりは安い 

※１初年度総額には学校ごとの PTA会費、修学旅行積立金、生徒会費、制服、通学費、教材費、施設費 

などを含んでいます。学校によりかなり金額に差がありますので、各学校のものをご確認ください。 

 

※２2016 年４月より「高等学校等就学支援金」制度が導入されました。202４年の制度改正で年収に関 

わらず、授業料が上限年間 48 万4000 円まで助成されることになりました。詳しくは、リーフレット 

をご覧ください。 

 

★高等専門学校と高等専修学校★ 

  高等専門学校  

 ５年間にわたって一貫した専門教育を行う高等教育機関。 

一般科目の他、専門科目（おもに工業系）についての高度な知識・技術を、実習・演習を通

じて学ぶ。充実した実験・研究設備が整っており、学んだことを応用する能力が身に付く。 

卒業後、大学進学の場合は３年次への編入が可能。ロボコン大会が有名。 

東京都内の高等専門学校は次の３校のみ。 

■【国立】東京工業高等専門学校 （八王子市）  

■【都立】産業技術高等専門学校 （品川キャンパス、荒川キャンパス） 

■【私立】サレジオ工業高等専門学校（町田市） 

 

  高等専修学校  

社会に出てすぐに役立つ知識や技術を専門的に学ぶ学校です。 

それぞれの学校の授業には多くの実習があり、体験的・実践的な学習を通して専門的な知識 

や技術・技能を身につけることができる。 

学科によって１年制から３年制までいろいろなコースがある。 

東京の専修学校には専門課程を併せ持っている学校（専門学校）も多く、高等課程の3年を 

卒業すると専門課程に進むことができる。学校によっては、短大や大学の入学資格を得ると 

ころもある。（大学入試資格付与指定校） 

また、高等学校の通信制や定時制と技能連携をしている専修学校では、高等学校卒業の資格 

を同時に得られます。 

 



- 9 - 

 

４  入試制度 

（１）都立高校 

  推薦入試  

① 種類（２種類） 

一般推薦 

定 

員 

◇全日制普通科で募集人員の２０％以内。コース制は３０％以内、エ

ンカレッジスクールは３０％以内とする 

◇全日制専門学科で募集人員の３０％以内。 

◇全日制総合学科は募集人員の３０％以内。 

◇工業・農業・商業に関する学科は募集人員の４０％以内。 

選

抜

基

準 

基礎的な学力を前提に、思考力、判断力、表現力等の課題を解決する

ための力や、自分の考えを相手に的確に伝えるとともに、相手の考え

を的確に捉え人間関係を構築するためのコミュニケーション能力な

ど、これからの社会にあって生徒たちに必要となる力を評価し、選抜

する。 

文化・スポーツ等 

特別推薦 

定

員 

◇推薦に基づく選抜の対象人数枠の中に内数として特別枠を設ける。

その人数は各都立高校長が適切に定める。 

選
抜
基
準 

各都立高校の個性化、特色化を推進するため、卓越した能力をもつ生

徒の力を評価し、選抜する。 

  

② 入試日程     

入学願書受付日 令和７年１月９日（木）～１６日（木） 

実施日 令和７年１月２６日（日）・２７日（月） 

合格発表日 令和７年１月３１日（金） 

※昨年度から全学校 Web 出願になりました。 

 

③ 選考の基本方針 

        ＜必須＞ 調査書、個人面接   

＋   

＜その他＞ 小論文 or 作文、集団討論、実技検査、学校設定検査  

  ◇学力検査は実施しません。昨年度集団討論は１３校で実施。 

  ◇調査書点（内申点）は３年次の評定もしくは観点別評価を点数化する。 

   調査書点の満点を何点にするかは、学校ごとに決める。 

  ◇自己ＰＲカードは点数化されないが、面接資料で用いられる。 

  ◇文化・スポーツ等特別選考推薦書の推薦理由や活動の実績等を証明する書類等の写 

しは配慮される。 

＊以下は昨年度の入試制度です。都からの正式な通知は９月ごろに

なる予定です。 
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【調査書点の換算について】 

  《評定（５段階）を用いる場合》 

   

                        

＝本人の調査書換算点 

     

 

   《観点別学習状況（３段階）を用いる場合…ＡＢＣを得点化する》 

 

 

＝本人の調査書換算点 

 

        

※詳しくは東京都教育委員会から配布されるリーフリットをご覧ください 

 

④ 出願資格 

◇該当学科を志望する目的意識が明確である、その理由が適切である。 

  ◇該当学科に対する適性および興味、関心が明確である。 

  ◇人物が優れている。 

  ◇学習成績が良好である。 

 

＜注意事項＞  

◇出願したら必ず受検する。 

◇合格したら必ず入学する。合格後は他の高校は一切受験できない。 

◇特別推薦は実施する都立高校の種目等から１種目指定、１コースまたは１科に限

り出願できる。また、特別推薦と同時に、同一校の一般推薦にも出願できる。 

◇推薦入試で不合格の場合、一般入試で同じ高校を受検することが可能。 

       

☆推薦受検の可能の判断について☆ 

       

 

 

 

 

 

 

本人の評定の得点 × 調査書点の満点 

 

評定の満点（４５） 

本人の観点別学習状況の得点 × 調査書点の満点 

 

観点別学習状況の評価の満点（各校によって違う） 

本人と保護者の申請に基づいて、 

 

≪学年、学校全体の教員が協議し、最終的に学校長が判断して決定する≫ 
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  学力検査に基づく選抜   

  

① 種類（２種類）  

一次募集 

（二次募集） 

◇募集人員（推薦合格人数を引いた人数）を１回で選抜する。 

◇二次募集は一次募集で募集定員に満たない場合のみ行われる。

（募集がない場合の方が多い） 

分割募集 

（前期・後期） 

◇あらかじめ募集人数（推薦合格人数を引いた人数）を前期と後

期の２回に分けて選抜する。 

◇分割前期募集は一次募集と同じ日程、分割後期募集は二次募集

と同じ日程で行われる。 

◇一般入試の定員を前期と後期に分けると、分割後期は倍率が高

くなり合格ラインは前期よりもあがる。 

  

② 入試日程  

 一次募集・分割前期 分割後期・二次募集 

入学願書受付日 
令和７年１月３０日（木） 

～２月５日（水） 
令和７年３月 ６日（木） 

実施日 令和７年２月２１日（金） 令和７年３月１１日（火） 

合格発表日 令和７年３月 ３日（月） 令和７年３月１４日（金） 

  

③ 選抜方法 

  調査書、学力検査（学校によって面接、小論文または作文、実技検査）を総合した成 

績（総合得点）で判断される。 

 

＜一般的な選抜方法＞ 
【学力検査について】 

  ◇試験科目は５教科（国数英社理）がほとんどだが、３教科（国数英）のところや 

面接、作文を実施するところもある。(分割後期・２次募集は３教科で実施。) 

  ◇多くの学校でマークシート方式の学力検査を行う。 

◇英語は最初の１０分間にリスニングテストがある。 

◇特別な選抜方法を実施している学校がある。 

   ⇒男女別定員数の緩和、グループ作成問題、自校作成問題、傾斜配点、特別選考 

◇自己ＰＲカードは点数化されないが、面接資料として用いられる。 

 出願時ではなく、合格後に提出する学校もある。 

※エンカレッジスクールや定時制の一部の高校などは実施しない。 

  ◇次の学校は国語・数学・英語３教科を自校作成問題実施校です。 

   日比谷・戸山・西・青山・八王子東・立川・国立・新宿・墨田川・国分寺 

   ※国際高校では英語のみ自校作成問題で選抜試験が実施されます。 
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【調査書点の換算について】 

総合得点に使われる調査書点は、学力検査を実施する教科の評定と実施しない教科の 

評定を分け、実施しない教科の評定に重みづけをして合計する。これを換算内申という。 

 

 学力検査を実施する教科  

＋ 

学力検査を実施しない教科  

＝ 

換算内申（満点） 

５教科入試 
評定数値をそのまま合計 評定数値の合計を２倍 

６５ 

３教科入試 ７５ 

 

 

【総合得点に換算する方法】 

   学力検査の得点と調査書点を以下の割合でそれぞれ換算し、合計得点にスピーキングテ

スト２０点分足したものを総合得点という。 

 

学力検査と調査書点の比重  合計得点（１０００点満点）内の意味                

     ↓ 

（学力検査：調査書） （学力検査の得点＋調査書点＝合計得点） 

７：３      ７００＋３００＝１０００ 

６：４      ６００＋４００＝１０００ 

 

☆総合得点（１０２０点満点）に換算する計算式（５教科受検、７：３の場合）☆ 

                         

自分の学力検査点 ×    ＋ 自分の換算内申点 ×     

 

＋ スピーキングテスト２０点分 ＝  総合得点   

  

  ＜注意事項＞ 

◇国立、私立高校に進学を決めた場合、原則的に都立受検はできません。 

◇分割後期、二次募集についてはひとりでも多くの生徒の都立高校への進学を保証 

する趣旨から、進学する意志のない場合は受検を控えてください。 

 

調査書点に用いられる数値は３年次２学期に通知する９教科の評定。 

（この評定は３年次の１，２学期の成績を合わせて評価する） 

700 300 

500 

000

0 

65 

http://www.google.co.jp/url?url=http://azukichi.net/season/month/july0019.html&rct=j&frm=1&q=&esrc=s&sa=U&ei=9iaQU9TpF4b88QW33IC4Bg&ved=0CCYQ9QEwAQ&usg=AFQjCNGwX1ORhYb6VYf6aQbVYgsxoewnyg
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【スピーキングテスト( ESAT-J )について】 

  スピーキングテストの結果は、第一次募集・分割前期募集において活用することになっています。 

  ＊エンカレッジスクール、チャレンジスクール、英語学力検査を実施しない学校は対象外です。  

 

（１） スケジュール    

 ＊予備日はインフルエンザ等学校感染症への罹患等の理由で、実施日に受験することができな 

  かった場合 

 

（２）評価の点数化について 

  ＡからＦまでの６段階で提出された評価を、次のとおり 20 点満点の点数として取扱います。   

ESAT-J 結果（評価） Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ 

都立高等学校で取り扱う点数 20 点 16 点 12 点 8 点 ４点 0 点 

 

（３）令和６年度（昨年度） 出題形式 

Part 出題のねらい 出題形式 出題数 

Ａ 
英文を読み上げる形式の問題で英語音声の特徴を踏

まえ音読できるかをみる。 
英文を読み上げる ２ 

Ｂ 

図示された情報を読み取り、それに関する質問を聞

き取った上で、適切に応答する力や図示された情報

をもとに「質問する」「考えや意図を伝える」「相手の

行動を促す」など、やり取りをする力をみる。 

質問を聞いて応答す

る 

意図を伝える 

５ 

Ｃ 
日常的な出来事について、話の流れを踏まえて、相手

に伝わるように状況を説明する力をみる。 

ストーリーを英語で

話す 
１ 

Ｄ 
身近なテーマに関して聞いたことについて、自分の

意見とその意見を支える理由を伝える力をみる。 
自分の意見を述べる １ 

 

  ＊令和 6 年度の概要とサンプル問題は東京都教育委員会ホームページにあります。 

ESAT-J 受験から結果を都立高等学校へ提出するまで 

 

令和６年 11 月 24 日（日）  令和７年１月中旬      令和７年２月上旬 

（＊予備日）12 月 1５日（日）  

ESAT-J 受験 

（外部会場） 

都立学校、大学、民間施設等 

ESAT-J 受験 

個人及び中学校 

スコアレポートの受取 

都立高等学校へ 

調査書の提出 
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（２）私立高校       

 推薦入試  

 ＊その学校が第一志望で合格したら必ず入学することを条件で受けられる制度。 

 

 ＊１２月中旬の入試相談（中学校の先生と高校の先生で行われる事前相談）を経て出願。 

（入試相談が必要ない高校もあります。） 

 

 ① 入試日程 （私立学校により多少日程は、前後する。） 

願書提出 
１月１５日～１９日 

＊私立学校によっては１２月から行っているところもある。 

選抜日 １月２２日～ 

合格発表 １月２３日～ 

  

② 選抜方法 

  ◇多くの高校では学力検査は行わず、中学校から送る書類（調査書・推薦書）・面接・作文 

等で合否の判定を行う。 

  ◇適性検査（３教科）を実施する高校もある。 

   ※不合格の場合もあるので第２志望校も検討しておく。 

  ◇面接は学校により、個人面接か集団面接になる。 

  ◇スポーツや芸術関係の場合、実技検査があることが多い。 

 

 ③ 推薦基準 

   ◇入学志望や目的意識が明確であり、その理由が適切であること。 

   ◇人物が優れていること。生活指導上問題なく、心身ともに健康であること。出席状況 

（遅刻、早退、欠席）が高校側の推薦基準を満たしていること。 

   ◇学習成績が良好であり、教科の評価点が高校側の推薦基準を満たしていること。 

 

 

 

 

 

 

本人と保護者の申請に基づいて、 

≪学年、学校全体の教員が協議し、最終的に学校長が判断して決定する≫ 
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＜注意事項＞ 

◇高校の説明会や学校見学会、体験学習などは必ず参加すること。（説明会、見学会は親子

で参加すること。参加することが推薦条件の学校があります。） 

◇入試相談後の変更はできません。 

◇推薦枠は決まっているため推薦基準に満たしていても一般入試にまわる場合もある。 

◇出願したら、必ず受験する。 

◇合格したら、必ず入学をする。合格後は他の高校は一切受験しない。推薦 2 校はなし。 

◇推薦入試で不合格になっても、一般入試で同じ高校を受験できる。 

◇スポーツや芸術関係でセレクション等がある場合は中学校（担任）へ連絡してください。 

 一般入試  ※併願優遇制度がある（１２月中旬の入試相談を経て出願） 

 ① 種類（大きく２通り）高校により名称が異なる 

  ＜優遇制度：併願優遇、第一志望優遇など＞ 

一般 ◇基準、条件はない。 

併願優遇 

◇他校が第一志望で、第一志望が不合格の場合には必ずその第二志望 

 に入学することを条件に入試得点に加点するなどの形で優遇して 

 もらう制度。第一志望校を都立・公立に限定する場合と他の私立 

 を第一志望にすることを認めている場合もある。 

（主に都立併願で、都立一次合格発表まで入学金の納入を待っても

らえる学校が多い） 

◇入試相談を経て、出願基準を満たす。⇒基準は推薦基準より高い。 

⇒合格の可能性は一般入試受験より高くなる。 

第一志望優遇 

◇合格すれば必ずその学校に入学することを条件として、入試の得点 

に加点したり、ボーダーライン上で優遇してもらう。 

◇入試相談を経て、出願基準を満たす。（基準は併願優遇より低い） 

② 入試日程（私立学校により多少日程は、前後する。） 

願書提出 １月中旬～ 

選抜日 ２月１０日～ 

合格発表 ２月１１日～ 

 ＊選抜日の午後に合格発表される私立学校もある。 

③ 選抜方法 

調査書、学力検査、面接、作文、（適性検査）の総合で判断される 

 ◇学力検査は３教科がほとんど。 

  ◇面接は学校より、個人面接か集団面接になる。(令和５年度はない学校もあり。) 

 ◇学力検査の比重が高い傾向がある。（面接を重視する学校もある） 
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④ 優遇基準 

 ◇入学志望や目的意識が明確であり、その理由が適切である。 

 ◇人物が優れていること。生活指導上問題なく、心身ともに健康である。出席状況（遅 

刻、早退、欠席）が高校側の基準を満たしている。 

  ◇学習成績が良好である。内申（教科の評価点や欠席等）が高校側の優遇基準を満たし 

   ている。 

 

 

 

 

＜注意事項＞ 

  ◇高校の説明会や学校見学会、体験学習などは必ず参加すること。（説明会、見学会は 

親子で参加すること。参加することが併願優遇条件の学校があります。） 

※１０月頃の説明会や個別相談会で、「合格」のように言われることもあるようですが 

この段階で決定となるわけではありません。正式に入試相談を行うことが必要です。 

   

◇優遇制度利用の場合 

   ・入試相談後の変更はできません。 

   ・出願、受験は必ずする。ただし、推薦入試で合格した場合は辞退することができる。 

    第一志望優遇  

    ⇒合格したら必ず入学する。合格後は他の高校は一切受験できない。 

    併願優遇  

    ⇒第一志望校が不合格になった場合は必ず入学する。合格後は第一志望校以外の 

高校は受験できない。（受験する高校が複数受験を認めている場合を除く。） 

 

（３）国立高校 

＊国立高校は、都立高校とは受験方法が多少異なります。希望がある場合は早めに担任 

 にご相談ください。 

  ◇基本的には学区の制度はない。通学時間に制限を設けている場合がある。 

  ◇選抜方法は調査書、学力検査（ほとんど５教科、東工大は３教科）、面接などの総合 

で判断される。 

  ◇近隣では東京工業大学附属科学技術高等学校だけが推薦入試制度がある。 

  ◇一般入試の出願時期は１月より始まる（推薦入試は１２月） 

  ◇一般入試の試験日は、6 月頃に公開となっています。※昨年度は２月１2 日（推薦入試は１月１5 日） 

  ◇国立大学の付属高校だからといって、エスカレーター式に付属大学へ進学できるわけ 

ではないので注意。（推薦枠がある学校もあり） 

※例年の場合 

内申や欠席等の基準は各学校によって様々です。基本的に各高校の基準を満たしていれば優遇可能です。 
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（４）高等専門学校 

＊５年課程の高等教育機関。卒業後は大学３年生への編入資格が得られる。 

⇒理工系２分野 

・東京都立産業技術高等専門学校 

  …都立だが、東京都教育委員会から首都大学東京に移管されている。 

・上記以外にも、東京工業高等専門学校（国立）、サレジオ工業高等専門学校（私立）他 

がある。 

 

  都立産業技術高等専門学校について  

  ◇推薦入試と一般入試がある 

  ◇試験日が都立高校の一般入試より早いので、不合格になってもその後都立高校を受験 

できる。＊合格した場合は、その後都立高校を受験できない。 

 

 

５ 学校推薦を希望するにあたっての確認事項 

 

《烏山中学校の推薦についての考え方》  

 都立高校や私立高校の推薦入試を受験する際は、中学校長の推薦「学校推薦」が必要

です。本校では、生徒達が卒業するまでしっかりと学校生活をまっとうし、高校等に入

学した後も中学校からの推薦に値する行動をすることで、下級生達の手本となってほし

いと思います。そうでない場合、本人や保護者はもとより、下級生達、また相手の学校

にも迷惑をかける状況が考えられます。こうした事態を避けるためにも、本校の推薦に

ついての考え方をご理解いただき、各ご家庭でお話をしていただきたいと思いますの

で、よろしくお願い致します。 

 

 

（１）推薦入試制度とは 
 

受験当日の学力試験の結果で合否が決定されるのではなく、中学校生活における 

様々なことを踏まえ、学校長の責任に基づいて推薦され、主に面接や調査書を基に 

合否が決定される受験方法。なお、ここで取り上げる推薦入試制度とは、文字通り 

の公立・私立の推薦入試制度だけではなく、私立校の単願（第一志望受験のこと）な 

ど「推薦」という言葉がなくても、「校長や学校による人物保証」を求められるよう 

な場合等、受験者に何らかの有利な条件を与えてくれる制度全般を指します。 

 

 

※昨年度の例 

 



- 18 - 

 

（２）推薦の対象となる人物とは 

 

☆当然のことながら、「中学校できちんとした日常生活が送れているかどうか」が前提 

条件となります。 

「きちんと」 と言っても難しいことではありません。当たり前のことを当たり前に 

おこなうということを日々行っていることが大切です。 

 

＜烏山中学校の推薦基準＞ 

 

① 希望校等で卒業まで目的意識をもって生活を送る、強い意志をもっていること。 

② 中学校内外の生活において「推薦にふさわしい人物」であること。 

（具体的には） 

    ＊授業への取り組みが真面目で、学習に前向きであること。 

    ＊ルールを守り、言葉遣い・服装・態度等で、日常の言動が落ち着いていること。 

    ＊日直・清掃・当番活動や委員会、行事などへの取り組みの中で、率先して自己 

     の責任を果たし、周りへの貢献度が高い者。 

③ 受験校等で求める成績等の基準を満たしていること。 

④ 受験校等が求める出欠席・遅刻・早退等の基準を満たしていること。 

 

 

本校では、学校での学習や生活の状況から判断し、現在はもちろん、卒業し進学してからも継

続して努力していける生徒を推薦します。 

授業や学級活動、委員会、部活動など各先生方などから推薦候補として名前の挙がった生徒を

「学校推薦」に値するかどうか「推薦検討委員会」で検討し、その中で最終的に校長が決定しま

す。その時、基本的に上に挙げたような生徒を「学校推薦する人物」としていきたいと考えてい

ます。 

したがって、以下のような場合は推薦できません。 

 

社会のルール 

学校のルール 

について 

①警察に補導されるなどの行為があった生徒 

②学校のルールを守れず、指導に従わない生徒 

③暴言や暴力、学校施設の破損などを行ったりした生徒 

④遅刻・欠席の多い生徒 

特に改善が

見られない

生徒 

学習態度について 
⑤授業に対してきちんと取り組めない生徒 

（妨害、私語、寝る、内職、忘れ物など） 

高校からの条件 ⑥その他、高校側から指定された条件を満たしていない

生徒 

 

また、推薦入試合格後であっても在学中に推薦に値しない言動、行動があった場合には高校へ

連絡しなければならず、高校側より推薦が取り消される場合もあります。 
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６  進路に関する日程 
学
期 月 学校行事 進路関係（テスト関係） 生徒のみなさんの進路学習 

１
学
期 

4

月 

・保護者会（17 水） 

 

・学習習得確認調査（15 月） 

・全国学力調査（16 火）質問調査 

・全国学力調査（18 木）国語・数学 

・3 年生になって  

・家庭学習の定着 

・年間の見通し進路に向けての

流れを確認 

・1 学期の生活について 

5

月 

・体育大会（25 土） 

 

 ・進路を考え、学習と生活の計画

を立てる 

・計画的、効果的に学習する 

6

月 

 ・第 1 回進路希望調査 

・第 1 回進路説明会（8 土） 

・期末考査（19 水～21 金） 

・進路適性や将来への展望の吟

味 

・期末考査に向けて 

・上級学校訪問の心構え 

7

月 

・保護者会（13 土） 

・終業式（19 金） 

【進路用 生年月日・氏名確認用紙配布】 

・上級学校訪問、学校説明会、体験授業等開始 

・1 学期の反省 

・進路情報の理解と活用 

夏休み 
 ・上級学校訪問、学校説明会、体験授業等 

・三者面談実施（詳細は後日） 

・夏休みの生活と学習 

２
学
期 

9

月 

・始業式（2 月） ・学習習得確認調査（5 木） 

・第 2 回進路希望調査 

・中間考査（25 水～26 木） 

・2 学期の計画 

・進路選択の仕方と視点につい

て 

10

月 

・修学旅行（9 水～11 金） 

・学芸舞台発表会（26 土） 

 

・第 3 回進路希望調査 

・学習習得確認調査（22 火） 

・第 2 回進路説明会（29 火） 

・学力テスト（31 木） 

・高校選択の視点 

・適切な進路指導の選択 

11

月 

 ・進路面談①（1 金～12 火 6 水は除く） 

・期末考査（18 月～20 水） 

・第 4 回進路希望調査 

・面接指導 

・東京都英語スピーキングテスト(24 日) 

・高校、各種学校、就職等、要項

のチェック 

・期末考査に向けて ⇒ その

後の進路予定 

・進路決定に向けて 

・面接の受け方 

・進路決定 

12

月 

・終業式（25 水） ・進路面談②（１月～9 月）  

・進路志望決定 

・入試相談（15 日～） 

・出願準備 ・面接指導 

・進路を決定して、冬休みの生活

と学習の充実 

・将来を見通した生活の設計、進

路を考える 

３
学
期 

1

月 

・始業式（8 水） ・進路先最終確認 

・模擬面接指導 

・私立高校推薦入試 

・都立高校推薦入試（26 日・27 月） 

・私立高校願書提出 

・国立、都立等願書提出準備 

・受験期の生活と心構え 

・受験の心得（出願、入試、発表、

手続き等） 

・面接に向けての準備、学習 

・都立推薦受験のための準備 

2

月 

 ・都立高校願書提出 

・国立、高専等、発表・手続き 

・私立高校一般入試、発表・手続き（併願優遇

受験） 

・都立高校一般入試（21 金） 

・学年末考査（26 水～28 金） 

・受験の心得（出願、入試、発表、

手続き等） 

・受験最終確認と注意（進路先最

終決定） 

・合格しても気を緩めないこと 

3

月 

・保護者会 

・卒業式（19 水） 

・都立一次発表・手続き（3 月） 

・都立二次出願・発表・手続き 

・新しい進路先での心構え 

・卒業を迎えて 

※日程は予定なので、正式に発表または変更などがあった場合、進路だよりなどでお知らせします 

 



- 20 - 

 

７  今後の学校生活について 

 ご家庭で心がけていただきたいこと  

  ◇学校からの進路関係の配布物を確認し、提出物は決められた日までに提出してください。 

  ◇高校の説明会などには出来る限り一緒に参加してください。情報を多く持つことで一緒

に考えることができます。 

  ◇受験生だからといって特別扱いのないよう、変わらない姿勢で接してください。 

 

 生徒が心がけること  

最初に『目標を決めましょう。』 

高校名でなくても構いません。いつまでに、何をする。どのくらいおこなう。 

どういう結果を望む。など、短いスパンでよいので、目標を考えてみましょう。 

 

（１）学習面 

  ◇授業は真剣に受けましょう。学校での授業が基本です。（全教科を大切にする。私立受験 

だからといって、３教科しか勉強しないと、自分自身の可能性の幅が広がりません。） 

  ◇自宅で学習する時間をつくりましょう。（３年次の学習と１，２年の復習） 

  ◇不得意教科は特に復習を始めましょう。（１，２年の復習は夏休みまでに） 

  ◇学習計画をたてて、継続的に学習しましょう。（日々コツコツと） 

 

 （２）係、委員会、行事活動 

  ◇自分から進んで活動し、責任を果たしましょう。 

  ◇下級生のお手本となるよう意欲的に取り組みましょう。 

 

 （３）生活面 

  ◇心穏やかに、ゆとりをもって生活しましょう。 

◇体調管理を心がけ、遅刻や早退、欠席をしないようにしましょう。 

   ＊熱がある、咳がひどいなどの場合は、無理はしないように。他の人にも影響がでます。 

   

◇規則正しい生活を送りましょう。 

   ＊入試は朝から始まります。朝から実力が発揮できる体にしましょう。 

   

◇学校のきまりを守りましょう。 

   ＊周りに迷惑をかけない。 

   ＊定期考査などで不正行為をしない。 

   ＊不要物を持ち込まない。 

   ＊服装や身だしなみ、言葉遣いなどをしっかりする。 

   

    

http://www.google.co.jp/url?url=http://www.tensai-navi.net/study/high-school.html&rct=j&frm=1&q=&esrc=s&sa=U&ei=aSiQU9j-GJKE8gXj2oD4Bg&ved=0CEoQ9QEwEzgo&usg=AFQjCNGCAg2vjWb8aH2bMBlthIOHuPjPwQ
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８  その他 

（１）学校見学について（体育祭、文化祭、説明会、体験授業、個別相談など） 

 ①手続き 

  ◇事前連絡（予約）が必要な学校があります。各自で高校に確認し、許可をとっておき 

ましょう。（中学校から連絡が必要な場合があります。その際はお知らせください。） 

  ◇予約が取れないこともありますので、こまめにＨＰでご確認ください。 

  ◇12 月など入試相談直前で高校側より、日にち指定され必要な場合もありますが、平日や 

土曜授業の時に見学に行くのはできる限り避けていただきたいと思います。 

調整がつかず平日等に入ってしまった場合には、必ず事前に担任へ伝えてください。 

 

 ②諸注意 

  ◇友達同士で訪問せず、できるだけ保護者と一緒に行きましょう。 

  ◇服装は標準服です。生徒手帳を持参しましょう。 

  ◇約束した時間は遅れないように、早めに到着しましょう。 

  ◇高校に到着したら、まず受付に行き、中学校名と氏名を告げましょう。 

  ◇担当の方には礼儀正しい態度で接し、挨拶をしっかりしましょう。（お礼も忘れずに） 

  ◇筆記用具を持参して、必要であればメモをとりましょう。 

  ◇受験する可能性のある学校へは少なくとも１度は見学に行きましょう。 

  ◇当日、個別相談等が行われる場合があります。担当していただいた先生の名刺をいた 

だくか、お名前をメモしておきましょう。 

  ※夏季休業中に見学（説明会など）にいくことを課題とします。 

 

（２）奨学金について 

  奨学金制度とは、進学の意欲はありながら家庭の経済事情により、進学が困難な学生が、国

やその他の育英組織から学費の一部を借りて、進学を実現するための制度です。（無利子の奨

学金が多いですが、有利子のものもあります） 

 奨学金は卒業後に返済します。そして次の世代の後輩たちの奨学金として循環されていく仕

組みになっています。 

 中学校を通して申し込みできるものもあります。進路だよりなどでお知らせしますので、申

し込み希望の場合は早めに担任までご相談ください。世田谷区以外にも都、国、日本学生支援

機構などの制度もあります。（申請には提出書類が必要になります） 

 

      ＊あしなが育英会  ＊交通遺児育英会  ＊東京都育英資金  など 

 

（３）転居に伴う他府県の公立高校受験について 

  ◇中学校３年生後半に他府県に転出予定がある場合は都立高校を受験することはできませ

ん。その場合は、該当県の教育委員会に直接問い合わせをしてください。そしてその情報

をもとに担任へ相談してください。 

  ◇他府県の公立高校と都立高校の２つは受験出来ません。（私立高校は可能です。） 
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９ 過去３年間の主な進路先一覧  
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